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報道関係者 各位                                      ＜配信枚数２枚＞ 

立命館アカデミックセンターと立命館災害復興支援室は、3 月 19 日（日）、京町家の船鉾町会

所（京都市下京区）にて、「民衆の祈りの力、民俗芸能に込められた思い」をテーマとしたセミナーを

開催いたします。 第二部では、東日本大震災で大きな被害を受けた福島県浪江町で、仮設住宅

に暮らす住民などを勇気づけた浪江町川添芸能保存会の「獅子神楽」の実演を行います。 

 

本企画は、ユネスコ無形文化遺産「風流踊」に登録され京

都に受け継がれてきた民俗芸能「壬生六斎念仏講中」と浪江

町川添芸能保存会の「獅子神楽」の 2 つの民俗芸能にスポッ

トを当て、京町家の船鉾町会所にて開催します（「まちやでまな

ぼ KYOTO UNITE」企画）。 

 

民俗芸能は、各地域に住む人々の信仰や祈りによって生ま

れ、風俗や習慣と結びつきながら、郷土の地域的特色を表現

する“郷土色豊かな芸能”として、地域住民が担い、地域を活

性化させてきました。そこには、天災や疫病などの災害復興を

願う一途な「祈りの力」が込められていました。 

当日は、スタジオとして改修した京都の町家を活用し、それ

ぞれの伝承者が、「復興を支えた民俗芸能の祈りの力」をテー

マに民族芸能の歴史や継承する人々の思い、また昨今のコロ

ナ禍での開催や継承の危機をどう乗り越えたのかなど、“民俗

芸能に内在する祈りの力”について語ります。 

 

                 記 

日 時 ： 2023 年 3 月 19 日（日） 13：00～14：50 （開場 12:30） 

開 催 方 法 ： 船鉾町会所（京都市下京区新町通綾小路下ル） 

申    込 

 

対    象 

： 

 

： 

下記の特設サイトより、お申し込みください＜締切：3 月 14 日（火）23:59＞ 

https://www.ritsumei.ac.jp/open-univ/course/detail/?id=46 

どなたでもご参加いただけます（定員 25 人） 

参 加 費 ： 無料 

内 容 

 

： 

 

【第一部】中世から京都の暮らしに根付く民族芸能「壬生六斎念仏講中」 

【第二部】東日本大震災で被災地を元気づけた民族芸能「獅子神楽」（実演あり） 

※詳細は別紙をご覧ください。 

以上  

本リリースの配布先： 京都大学記者クラブ 

 

●取材・内容についてのお問い合わせ先 

学校法人立命館広報課 担当：遠藤 TEL. 075-813-8300 

 

■セミナーのご案内■ 

～民俗芸能で感じる、祈りの力と生命の輝き～ 

民衆の祈りの力、民俗芸能に込められた思い 

日  時：2023 年 3 月 19 日（日）13：00～14：50 

              開催方法：船鉾町会所（京都市下京区新町通綾小路下ル） 

 

壬生六斎念仏講中 

獅子神楽 



別紙  

＜プログラム概要＞  

13：00～13：55 【第 1 部：京都における歴史的な民族芸能の紹介】 

「歴史的な祈りの力（芸能）」として、2022 年ユネスコの世界文化遺産「風流踊」に登録された「六

斎念仏」について、歴史的意義やその魅力や知られざる由緒や故事などをトークセッション形式で

紹介。祇園祭の綾傘鉾の囃子方としても活躍されている壬生六斎念仏講中をお招きしてお話をうか

がう。 

 

登 壇 者：壬生六斎念仏保存会 原田 一樹 副会長 

川村学園女子大学 辻 浩和 教授 

 

14：00～14：50 【第 2 部：東日本大震災で被災地を元気づけた民族芸能の紹介(実演あり)】 

「現代の祈りの力（芸能）」として、福島県の浪江町川添芸能保存会の活動を紹介。明治 40 年

頃、修行を積んだ神楽の名人が浪江町川添地区で村人に披露したのが始まりとなり受け継がれて

きた、お正月に悪魔祓いや豊作を祈願しながら歩く獅子神楽。東日本大震災発生で起こった福島

第一原子力発電所事故の放射能汚染により、帰宅困難区域となったこの地域で、仮設住宅を訪

れ、離れ離れとなり仮設住宅で暮らす地域住民を勇気づけた。 

伝統芸能保存会を取り上げ、地域の民俗芸能をいかにして復興させたのか、現代に被災者を勇

気づける芸能の魅力に迫る。 

 

登 壇 者：浪江町川添芸能保存会   石澤 孝行 会長 

司    会：立命館大学産業社会学部 丹波 史紀 教授 

 

■まちやでまなぼ KYOTO UNITE について https://www.ritsumei.ac.jp/open-univ/ 

立命館アカデミックセンター（学校法人立命館総務部社会連携課）による船鉾町会所を活用した企

画。今年度は京都府「きょうと多様な学生受け入れ促進事業」として、本セミナーのほか以下のテー

マにて開催予定。 

 

・「京まちやの迷宮読書ざしき」 講師：犬飼龍馬氏〔立命館守山中学・高等学校国語科教諭〕

（3/11 開催） 

・「仏教美術 美と祈り」 講師：宮本我休氏〔仏師 宮本工藝〕/森清顕氏〔清水寺執事補 泰産寺

住職〕（3/12 開催） 

・「フェアトレードを通じたより良い社会づくり」 講師：人見とも子氏〔有限会社シサム工房取締役〕ほ

か（3/18 開催） 

・「京都とイタリアをつなぐワイン会 in 町家」 講師：福村直氏〔株式会社イタショク代表取締役〕ほか 

（3/24.27 開催） 

 

 


